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　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、信託報酬控除後です。当ファンドの実質的な信託報酬は、投資対象ファンドの信託報酬を間接的に

ご負担いただくことになりますので、作成基準日現在、純資産総額に年率1.826%（税抜1.66%）程度を乗じて得た額となります。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

 基準価額 13,561 円

 純資産総額 750.8 億円

※基準価額は1万口当たりです。

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 ▲ 15.05% 2.46% 15.62% 22.33% 　　 － 35.61%

参考指数 ▲ 1.37% 4.39% 11.35% 29.65% 　　 － 40.32%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み）〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて算出しております。

※MSCI指数はMSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的財産権その他一切の権利はMSCI Inc.に

帰属します。またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

　最近5期の分配金の推移

2025/11/10 0 円

2026/05/11 0 円

設定来合計 0 円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

　ポートフォリオ構成比率

ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用） 99.5%

マネー・リクイディティ・マザーファンド 0.1%

 短期金融商品・その他 0.3%

※構成比率は小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。
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　ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式マザーファンドの状況（1）

投資カテゴリー別構成比率

投資カテゴリー 比率

インフラ 76.3%

イノベーター 21.8%

企業規模（時価総額）別構成比率

企業規模 比率

超大型株　（5,000億米ドル以上） 32.3%

大型株　（500億米ドル以上　‐　5,000億米ドル未満） 41.8%

中型株　（100億米ドル以上　‐　500億米ドル未満） 11.7%

小型株　（100億米ドル未満） 12.2%

※各比率は純資産総額に対する比率です。

※各比率は小数点第2位を四捨五入しています。

※投資カテゴリーはＢＮＰパリバAM独自の分類であり、今後変更となる場合があります。

※業種はGICSセクター分類です。

※企業規模（時価総額）は本資料における分類です。

国・地域別構成比率（上位10） 業種別構成比率（上位10）

国・地域 比率 業種 比率

1 アメリカ 69.2% 1 情報技術 75.9%

2 オランダ 5.0% 2 コミュニケーション・サービス 8.3%

3 台湾 4.7% 3 資本財・サービス 5.7%

4 イスラエル 4.6% 4 一般消費財・サービス 4.8%

5 韓国 3.2% 5 ヘルスケア 3.0%

6 イギリス 3.1% 6 金融 0.4%

7 ケイマン諸島 3.0% 7 　　　　　　　　　　— 　　–　　

8 日本 2.2% 8 　　　　　　　　　　— 　　–　　

9 カナダ 1.4% 9 　　　　　　　　　　— 　　–　　

10 ルクセンブルク 1.2% 10 　　　　　　　　　　— 　　–　　

※当ファンドの主要な投資対象である、「ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」の親投資信託

「ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式マザーファンド」のポートフォリオの状況を記載しています。

（出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式マザーファンドの状況（2）

組入上位10銘柄 (組入銘柄数: 50 )

銘柄名 国・地域 業種
組入
比率

銘柄概要

1 クラウドフレア アメリカ 情報技術 5.2%
アメリカ・カリフォルニア州サンフランシスコに本社を置く、イン
ターネットのセキュリティ・パフォーマンス・信頼性を向上させる
グローバルクラウドプラットフォームを提供する企業。

2 エヌビディア アメリカ 情報技術 4.8%
アメリカ・カリフォルニア州サンタクララに本社を置く世界的な
半導体メーカーで、グラフィックス処理ユニット（GPU）の設計
と開発においてリーダー的存在。

3
アドバンスト・マイクロ・デバイ
セズ

アメリカ 情報技術 3.7%
アメリカ・カリフォルニア州サンタクララに本社を置く、高性能
コンピューティング、グラフィックス、視覚化技術に注力する世
界的な半導体メーカー。

4 ブロードコム アメリカ 情報技術 3.2%
アメリカ・カリフォルニア州パロアルトに本社を置く、無線（ワイ
ヤレス、ブロードバンド）および通信インフラ向けの半導体製
品、ソフトウェアなどを製造販売する世界的なファブレス企業。

5 ルメンタム・ホールディングス アメリカ 情報技術 3.2%
光学・光通信製品の販売を手掛ける米国の企業。世界中の光
ネットワークとレーザーアプリケーションを実現する光学及び
フォトニック製品の設計及び製造会社である。

6 ＳＫハイニックス 韓国 情報技術 3.2%
韓国を拠点とする電子部品メーカー。電子部品業界に製品お
よびサービスを提供。主にDRAM、NANDフラッシュメモリ、
SRAMチップなどの半導体の製造・販売を行う。

7 アーム・ホールディングス イギリス 情報技術 3.1%
イギリスのケンブリッジに本社を置く、自社でチップを製造せ
ず、設計した技術をライセンス提供する世界的なファブレス企
業。

8 アルファベット アメリカ
コミュニケーショ

ン・サービス
3.1%

Googleを完全子会社に持つ米国の持株会社。子会社を通じ、
ウェブベースの検索、広告、地図、ソフトウエア・アプリケーショ
ン、モバイルオペレーティングシステム、消費者コンテンツ、業務
用ソリューション、eコマース、ハードウエア製品などを提供す
る。

9 ＡＳＭＬホールディング オランダ 情報技術 3.0%
オランダを拠点とする半導体製造装置メーカー。特にリソグラ
フィーによるチップ製造向け機械を開発・製造・販売する。世界
各地で事業を展開。

10 ジェイフロッグ イスラエル 情報技術 3.0%
ソフトウェアの開発から配布・更新までを自動化・最適化するソ
フトウェアサプライチェーンプラットフォームを提供する企業。

※組入比率は純資産総額に対する比率です。

※組入比率は小数点第2位を四捨五入しています。

※業種はGICSセクター分類です。

（出所：ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント株式会社のデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）
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　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境＞

7月のグローバル株式市場は下落しました。中東紛争の緊張感が再び高まったことに加え、企業向けAI利用量の近年の急増が今年後

半も続くかどうか、市場関係者が疑問視し始めたことが影響しました。

AI関連分野は、市場全体から見て依然として最も高い関心を集めている分野の一つです。足元では、AIインフラへの巨額の投資から生

み出されるリターンの継続性について注目が集まっています。中国のAI新興企業ムーンショットが7月にリリースしたKimi K3などの安

価で性能面で見劣りしないオープンウェイト型AIモデルが急速に市場シェアを拡大する中、米アンソロピックや米OpenAIなどの最先端

開発企業の顧客側では費用対効果を検証する動きが広がり始めています。

一方、7月後半に発表された四半期決算では、AI需要の継続的な強さが示されました。台湾のAI半導体製造最大手のTSMCは設備投

資の増額を発表し、ハイパースケーラーのクラウド事業は売上の加速と利益率の向上を示しました。また、米パランティアなどの主要なAI

関連ソフトウェア企業も売上の加速を示しました。全般的には、根強いインフレと現在進行中の地政学的緊張が引き続き課題であるもの

の、経済状況は株式市場にとって引き続きプラスに働きました。

＜運用経過＞

7月の基準価額は15.05％下落しました。 当月のプラス寄与上位銘柄は、米クラウドフレア、米アマゾン、米ブロードコムでした。クラウ

ドフレアは、大規模なサーバーネットワークを提供し、サイバー攻撃や不正アクセスから顧客を保護するクラウドサービスを提供する米国

企業です。同社は7月にOpenAIとの研究協力を発表したことなどを背景に、エージェンティック・インターネット（自律型AIエージェント

が人間の代わりにインターネット上で情報収集、意思決定、タスクの実行、商取引などを自ら計画・実行する次世代のインターネット環境）

およびAIエコシステム全体における同社の戦略が投資家に好感され、株価は上昇しました。アマゾンは同社が提供する大規模サーバーの

アマゾン・ウェブ・サービス（AWS）の売上高が大幅に増加したと発表し、AI投資に対する投資利益率（ROI）の詳細を公表しました。この

発表は巨額のAI向けインフラ投資を疑問視していた市場関係者を勇気づける内容となりました。米国の半導体・インフラソフトウェア企

業であるブロードコムは、顧客である米グーグルのAI向け半導体事業の好調ぶりを積極的に発表したことが市場にて評価されました。さ

らにブロードコムは今後5年間のメモリ供給を確保するため韓国のサムスンとの新たな提携を発表したことも市場から好感されました。

一方、マイナスに影響した銘柄は、韓国のSKハイニックス、米コヒレント、英アーム・ホールディングスでした。SKハイニックスは、主にメ

モリの製造を行う韓国の半導体製造企業です。足元で、メモリはAIインフラ株の中で最も注目された分野の一つです。直近の急激な株価

上昇を背景に一部の投資家が資金を引き揚げたことで株価は下落しました。コヒレントは、AIデータセンター向けの通信装置などを主に

扱う米国企業です。AIデータセンターにおける光ネットワークの普及時期を巡って市場で意見が分かれる中、同社の株価は下落しました。

アーム・ホールディングスは、半導体の設計に強みを持つ英国企業です。同社は、新たに発表した自社開発のAIデータセンター向けCPU

（中央演算処理装置）について、供給量を具体的に発表しなかったことが、失望売りを誘いました。

＜今後の運用方針＞

企業での活用例の拡大に伴い次世代AI需要の急速な増加が、次世代AIインフラへの継続的かつ強力な投資を促しています。この状況

は、市場の需要に対応することができるイノベーティブな企業を見出す機会を創出しています。AIの能力が向上し続けることで、この魅

力的な投資機会は継続すると考えています。しかし、市場はしばし不安定になる可能性もあります。AIの利用者側がAIの使用に伴う費用

対効果を重視するにつれて、需要が変動するためです。けれども、安価なAIモデルの登場は次世代AI市場の脅威ではないと考えます。

むしろ、それぞれのAIモデルが適材適所で利用されることは、長期的な目線では次世代AI市場の拡大にとってプラスに作用すると考え

ます。 また、ソフトウェア業界は市場から悲観されていた状態から脱しつつあると考えています。一部のソフトウェア企業は、AIモデルが

普及している足元の環境でも売上を伸ばしつつあります。銘柄を慎重に選別する必要はあるものの、ソフトウェア業界は再び値上がり益

が期待できると考えています。

当ファンドでは、このような環境下において、構造的な成長テーマである「次世代AI」に注目しています。AIは経済全体に大きな影響を

与える汎用技術と位置付けられており、その進展によって生み出される投資機会は中長期的に極めて有望であると考えています。投資

チームでは、AI技術の進展を長期的な成長機会と捉え、次世代AIインフラおよび次世代AIイノベーターの双方に柔軟に投資することで、

幅広くリターンを追求しています。

次世代AIの社会実装が進む中、業種問わずAI活用が企業の競争力に直結する時代が到来しており、こうした 変化を的確にとらえるこ

とが、今後の投資成果のカギになると考えています。 引き続き、徹底したボトムアップ・リサーチを通じて、次世代AIを通じた構造的な成

長が期待される企業を厳選し、アクティブかつ柔軟な運用を行ってまいります。また、マクロ環境の変動に注意を払いながら、質の高い企

業への選別を通じた中長期的な成長を目指してまいります。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

※「ＢＮＰパリバ・次世代AI関連株式ファンド（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）」の運用会社である

ＢＮＰパリバ・アセットマネジメント株式会社のコメントを基に作成しています。
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　ファンド情報

設　定　日 2025年6月9日

償　還　日 2045年11月9日

決　算　日 毎年5月9日および11月9日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）
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　ファンドの特色（2）
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　投資リスク（1）
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　投資リスク（2）
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　お申込みメモ
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　ファンドの費用
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　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次販売会社が含まれる場合があります。

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

岡三ビジネス＆テクノロジー証券
株式会社

関東財務局長（金商）第170号 ○ ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書
（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお
願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

次世代AI株式戦略ファンド
追加型投信／内外／株式

※2026年8月1日より、株式会社証券ジャパンは、岡三ビジネス＆テクノロジー証券株式会社になります。

当レポートは11枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（11/11）  553385


